
今
大
会
か
ら
新
設
さ
れ

た
車
い
す
の
部
で
は
、
旧

日
光
街
道
の
コ
ー
ス
（
長

さ
５
０
０
㍍
）
で
参
加
者

が
懸
命
に
走
り
、
あ
た
た

か
い
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ

た
。川

口
市
立
本
町
小
６

年
、
大
賀
勝
翔
さ
ん
（
12
）

さ
ん
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ

の
友
だ
ち
か
ら
大
会
を

知
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
。

「
先
輩
た
ち
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
速
い
の
で
び
っ

く
り
。
で
も
負
け
な
い
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
た
」
。

「
コ
ロ
ナ
で
体
を
動
か

す
機
会
が
減
っ
て
い
た
の

で
、
車
い
す
の
部
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
た
。
。

メ
ー
ン
の
「
松
並
木
の

部
・
10
㌔
」
（
39
歳
以
下
）

で
は
、
今
春
に
花
咲
徳
栄

高
を
卒
業
し
た
榎
本
蒼

空
さ
ん
（
18
）
が
32
分
49

秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し

た
。
４
月
か
ら
国
士
舘
大

学
に
入
学
す
る
榎
本
さ

ん
。「

１
位
を
獲
る
こ
と
を

初
め
か
ら
考
え
て
い
た
。

ス
タ
ー
ト
は
集
団
だ
っ
た

が
、
抜
け
出
し
て
後
は
独

走
し
た
」
と
レ
ー
ス
を
振

り
返
り
、
大
学
で
は
「
陸

上
競
技
部
に
入
り
、
先
輩

に
食
ら
い
つ
き
、
１
年
生

か
ら
箱
根
駅
伝
に
出
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ

た
。×

×

×

レ
ー
ス
前
の
開
会
式

で
、
山
川
百
合
子
草
加
市

長
は
「
子
ど
も
・
お
と
な
・

障
が
い
の
人
も
平
等
の

大
会
で
す
。
市
民
の
心
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
松
並

木
、
綾
瀬
川
を
走
り
抜
け
、

楽
し
ん
で
臨
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

×

×

×

レ
ー
ス
発
着
点
と
な
っ

た
草
加
小
校
庭
で
は
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
「
つ
ば
さ
の
森
」
が
出

店
。
新
商
品
「
メ
ー
プ
ル

マ
ド
レ
ー
ヌ
」
が
売
ら
れ
、

人
気
を
集
め
た
。

ま
た
毎
日
新
聞
社
の

販
売
関
係
者
が
毎
日
新

聞
や
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

（
ス
ポ
ニ
チ
）
の
小
旗
を
、

発
着
点
会
場
や
沿
道
に

詰
め
か
け
た
市
民
ら
に

配
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ

た
。各

種
目
の
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

【

松

並

木

の

部

】

〈
男
子
中
学
生
〉
伊
東

翼
（
静
岡
県
）
33
分
54

秒
〈
同
39
歳
以
下
〉
榎

本
蒼
空
（
草
加
市
）
32

分
49
秒
〈
同
40
歳
代
〉

棗
裕
一
（
東
京
都
）
36

分
55
秒
〈
同
50
歳
代
〉

塩
田
巧
（
東
京
都
）
35

分
56
秒
〈
同
60
歳
以
上
〉

野
田
延
行
（
東
京
都
）

40
分
06
秒

〈
女
子
中
学

生
〉
町
永
成
美
（
草
加

市
）
50
分
53
秒
〈
同
39

歳

以

下

〉

市

村

珠

季

（
東
京
都
）
39
分
24
秒

〈
同
40
歳
代
〉
森
千
紗

（
草
加
市
）
42
分
07
秒

〈
同
50
歳
代
〉
平
林
由

美
（
さ
い
た
ま
市
）
44

分
34
秒
〈
同
60
歳
以
上
〉

元
木
満
恵
（
草
加
市
）

46
分
22
秒

【

草

加

宿

の

部

】

〈
男
子
小
学
３
、
４
年
〉

小
林
成
冴
（
草
加
市
）

４
分
04
秒
〉
〈

同
小
学

５

、

６

年

〉

上

原

将

（
さ
い
た
ま
市
）
３
分

44
秒
〈

女
子
小
学
３
、

４
年
〉
斎
藤
千
歌
（
越

谷
市
）
４
分
09
秒
〈
同

小
学
５
、
６
年

〉
大
場

史
織
（
草
加
市
）
４
分

24
秒
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

「
若
い
こ
ろ

毎
日
新
聞
の
記

者
に
励
ま
し
の

囲
み
記
事
を
書

い
て
も
ら
い
、

う
れ
し
か
っ
た
」
。

前
越
谷
市
長
の
高
橋
努

さ
ん
は
、
懐
か
し
そ
う

に
打
ち
明
け
る
。

半
世
紀
以
上
前
の
こ

と
。
議
会
事
務
局
職
員

だ
っ
た
20
歳
の
高
橋
さ

ん
に
〝
災
難
〟
が
降
り

か
か
る
。
選
挙
違
反
で

議
員
の
多
く
が
逮
捕
さ

れ
、
開
会
直
前
に
混
乱

を
恐
れ
た
上
司
が
突
如
、

入
院
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
あ
お
り
で
、
議

長
を
補
佐
す
る
議
会
事

務
局
長
席
に
座
る
こ
と

に
な
っ
た
高
橋
さ
ん
だ

が
、
議
事
進
行
を
無
事

に
差
配
、
難
局
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
と
い
う
。

当
時
、
一
連
の
顛
末

を
紙
面
に
載
せ
た
の
は

塙
末
雄
記
者
（
故
人
）
。

出
征
後
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
の
過
酷
な
生
活
で
片

方
の
肺
を
失
っ
て
い
た
。

若
者
の
奮
闘
す
る
姿
に
、

峻
烈
な
青
春
を
過
ご
し

た
塙
記
者
が
未
来
の
光

を
感
じ
た
の
か
も
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

一斉にスタートした「車いすの部」の参加者

力走する市民ランナー 松並木の部（39歳以下）

で優勝した榎本蒼空さん

旧
日
光
街
道
「
草
加
宿
」
と
国
指
定
名
勝
「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」
を
駆

け
ぬ
け
る
第
10
回
太
鼓
橋
草
加
松
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
実
行
委
主
催
、
毎
日

新
聞
社
後
援
）
が
３
月
12
日
、
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
。

今
大
会
か
ら
車
い
す
の
部
も
新
設
さ
れ
、
約
１
９
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
沿
道
の

市
民
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

芭蕉ゆかり おくのほそ道

４部門 １９００人参加
４年ぶり 第10回草加松原 太鼓橋ロードレース大会

シ

ャ

ク

ナ

ゲ
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

４月16日(日)は新聞製作が休みのため

１７日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす

ＵＵＲＲＬＬ：：ｈｈｔｔｔｔｐｐｓｓ：：／／／／ｍｍａａｉｉｎｎｉｉｃｃｈｈｉｉ．．ｊｊｐｐ／／

４月17日のテレビ・ラジオ番組欄は16日の朝刊に掲載します

次号５月は

14日(日)

発行予定

（1）

４４月月11 66 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

仕事に励むリサさん（手前）と世話役の内田
有里奈さん＝草加商工会議所で４月４日

異国で新たな門出 夢育む若者たち

ミャンマー難民 草加の地で就労スタート

４月 草加商工会議所支援

新たな旅立ちの春、混乱のミャンマー

を逃れた若者たちが草加、八潮市の企

業に就職、異国の地で新たな人生をス

タートさせた。第三国定住難民として

昨年９月に来日した20歳代～30歳代の

単身者ばかり11人。

「地域の中小企業が力を合わせれば、

国際貢献ができるのではないか」。草

加商工会議所の野崎友義会頭の呼びか

けに製造、流通、サービス業関連の会

員が応諾。全国的に例のない商工会議

所挙げての難民受け入れが実現した。

呼びかけ役の商工会議所自らも難民

を受け入れることにし、ノル・ハリサ・

ムニル・アフマドさん（28）が４月３

日付で着任した。愛称リサさんの職場

は中小企業相談所業務第2グループ。

来日前、市場調査会社に勤めていたリ

サさんは英語が堪能で、当面は草加市

内企業の外国人をサポートする予定だ。

「まだ先のことですが」と前置きし

たリサさん。「商工会議所でシッカリ

働き、30歳代半ばくらいにレストラン

経営や輸入業を起業したい」と夢を膨

らませる。

山﨑修専務は「リサさんは明るく、

物おじしない人柄。草加の地に慣れ、

活躍して欲しい」とエールを送る。
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暖
か
く
な
っ
た
こ
の
時
季
、
や
た
ら
と
目
に
す

る
の
が
旅
行
案
内
。
新
聞
の
全
面
広
告
に
折
り
込
み

チ
ラ
シ
、
さ
ら
に
は
旅
行
会
社
か
ら
届
く
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
旅
へ
と
誘
っ
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん

ど
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
や
は
り

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
き
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
、
一

挙
に
増
え
た
気
が
す
る
。

北
海
道
旅
行
や
東
北
、
北
陸
と
い
っ
た
大
分
県
か

ら
遠
い
距
離
の
観
光
地
を
案
内
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

近
畿
や
中
国
地
方
を
対
象
と
し
た
中
距
離
の
旅
行
案

内
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
関
東
圏
に
誘
う
の
も
あ
り
、

こ
ち
ら
は
東
京
や
神
奈
川
な
ど
の
首
都
圏
を
は
じ
め
、

群
馬
、
長
野
の
温
泉
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
埼
玉
県
内
の
観
光
地
を
紹

介
す
る
も
の
は
な
い
。
当
然
か
。

全
国
旅
行
支
援
で
、
割
引
や

買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券
が
付
き
、

お
得
感
を
抱
か
せ
る
旅
行
パ
ン

フ
。
見
る
た
び
に
あ
～
ぁ
行
き

た
い
な
あ
、
と
思
う
の
だ
が
、

田
舎
暮
ら
し
に
と
っ
て
は
、
簡

単
に
は
決
断
で
き
ず
、
惜
し
み

つ
つ
新
聞
整
理
袋
へ
、
さ
よ
う

な
ら
。

最
大
の
障
害
が
発
着
地
。
と

い
う
の
は
、
家
に
届
く
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
、

殆
ど
が
鉄
道
な
ら
福
岡
県
の
博

多
や
小
倉
が
発
着
地
で
、
飛
行

機
利
用
と
な
れ
ば
福
岡
空
港
か

北
九
州
空
港
。
ど
ん
な
に
行
き

た
い
な
と
思
っ
て
も
、
さ
す
が

に
博
多
や
小
倉
か
ら
の
出
発
と

な
る
と
、
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
。

な
ぜ
な
ら
、
別
府
か
ら
行
く
と
な
る
と
、
ま
ず
始
発
電
車

に
乗
っ
て
も
、
出
発
当
日
の
集
合
時
間
に
は
、
間
に
合
わ
な

い
。
ど
う
し
て
も
行
く
と
な
れ
ば
、
前
日
に
別
府
を
出
て
、

博
多
な
り
小
倉
市
内
に
前
泊
。
旅
行
終
了
時
に
は
、
恐
ら
く

疲
れ
て
、
ま
た
ホ
テ
ル
に
後
泊
と
な
る
の
が
落
ち
だ
ろ
う
。

旅
行
代
金
に
加
え
、
余
計
な
出
費
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

日
常
の
暮
ら
し
に
支
障
を
き
た
す
の
は
明
ら
か
だ
。

よ
っ
て
、
別
府
か
ら
九
州
の
海
を
越
え
て
行
く
旅
行
は
、

諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
旅
行
と
な
る

と
別
府
や
大
分
市
内
を
発
着
地
と
す
る
バ
ス
旅
行
が
関
の
山

で
、
主
に
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
満
足
さ
せ
て
い

る
。本

当
に
田
舎
暮
ら
し
に
は
制
約
が
多
す
ぎ
、
都
会
育
ち
の

移
住
者
に
は
、
我
慢
と
諦
め
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・４４・・1166

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

遠

い

発

着

地
ドネルド・キーン先生顕彰碑の除幕に臨む今井宏氏＝昨年７月28日撮影

草加市発展の礎を築く

今井宏さん死去
名誉市民 享年81歳

草
加
市
名
誉
市
民
で

元
草
加
市
長
、
元
衆
議

院
議
員
の
今
井
宏
さ
ん

が
３
月
３
日
、
誤
え
ん

性
肺
炎
の
た
め
死
去
し

た
。通

夜
は
３
月
12
日
午

後
６
時
、
告
別
式
は
13

日
午
前
10
時
か
ら
市
内

瀬
崎
４
の
６
の
36
の
谷

塚
斎
場
で
、
喪
主
・
長

男
歩
（
あ
ゆ
む
）
さ
ん

の
も
と
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。

今
井
さ
ん
は
市
内
小

中
学
校
卒
業
後
、
春
日

部
高
に
進
学
。
同
高
野

球
部
で
は
主
将
、
投
手

と
し
て
活
躍
。
早
稲
田

大
政
経
学
部
（
中
退
）

を
へ
て
自
動
車
整
備
会

社
を
起
業
し
た
。
当
時
、

日
本
は
車
社
会
の
れ
い

明
期
に
あ
り
、
今
井
さ

ん
は
率
先
し
て
県
内
自

動
車
整
備
業
界
の
組
織

づ
く
り
に
奔
走
し
た
。

生
来
の
指
導
力
か
ら

29
歳
で
草
加
市
議
に
当

選
。
36
歳
に
な
る
と
草

加
市
長
選
に
当
選
、
全

国
で
「
最
年
少
の
市
長
」

と
し
て
話
題
に
。
以
来
、

４
期
16
年
間
務
め
た
市

長
時
代
に
最
優
先
に
取

り
組
ん
だ
の
が
治
水
対

策
。高

度
成
長
期
、
東
京

隣
接
の
草
加
市
は
乱
開

発
が
激
し
く
市
内
各
所

で
床
上
・
床
下
の
浸
水

被
害
が
相
次
ぐ
。
豪
雨

が
で
れ
ば
新
聞
・
テ
レ

ビ
は
こ
ぞ
っ
て
草
加
市

の
被
害
状
況
を
取
り
上

げ
た
ほ
ど
。

今

井

さ

ん

編

著

の

「
知
水
の
す
す
め
～
水

を
知
っ
て
水
を
治
め
る
」

（
昭
和
60
年
発
行
、
ぎ
ょ

う
せ
い
版
）
で
触
れ
て

い
る
よ
う
に
、
河
川
行

政
の
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
低
地
に
立

地
し
た
草
加
市
な
ら
で

は
の
総
合
治
水
事
業
を

実
施
し
た
。
例
え
ば
綾

瀬
川
改
修
・
排
水
機
場

建
設
、
中
川
と
連
携
し

た
綾
瀬
川
放
水
路
等
々
。

車
両
が
通
行
し
て
い

た
「
草
加
松
原
」
の
付

け
替
え
に
尽
力
。
後
の

「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風

景
地
」
国
指
定
に
結
び

つ
け
、
さ
ら
に
「
奥
の

細
道
文
学
賞
」
創
設
な

ど
、
文
化
面
で
も
多
大

な
足
跡
を
残
す
。
山
川

百
合
子
市
長
は
「
長
き

に
わ
た
り
草
加
市
を
支

え
て
く
だ
さ
り
、
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
旅
行
案
内
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一
昨
年
11
月
、
越
谷
市

長
を
退
任
し
た
高
橋
努
さ

ん
（
79
）
＝
写
真
＝
が
郷

土
愛
を
捧
げ
て
取
り
組
ん

だ
政
治
家
人
生
を
振
り
返

え
る
「
走
り
抜
い
た
78
年

～
高
橋
努
の
歩
み
」
を
発

行
し
た
。
Ａ
４
版
・
１
１

４
㌻
、
１
０
０
０
部
（
非

売
品
）
。

県
立
越
ヶ
谷
高
定
時
制

在
籍
中
、
役
所
に
勤
務
。

勤
労
学
生
と
し
て
都
内
の

日
大
法
学
部
二
部
に
通
う
。

振
出
は
、
議
会
事
務
局
。

議
事
録
を
作
成
し
た
り
議

員
と
の
交
遊
か
ら
「
行
政

と
は
、
地
方
自
治
と
は
」

を
実
体
験
と
し
て
学
ぶ
。

こ
の
体
験
が
市
議
６
期
、

県
議
４
期
、
市
長
３
期
の

46
年
６
か
月
に
及
ぶ
政
治

家
人
生
を
支
え
る
。
地
元

荻
島
地
区
の
人
々
、
職
組

仲
間
と
の
絆
を
大
事
に
す

る
誠
実
さ
。
加
え
て
真
摯

に
取
り
組
む
行
政
へ
の
姿

勢
が
、
各
種
選
挙
で
無
敗

を
誇
る
結
果
を
示
す
。

書
物
は
、
高
橋
さ
ん
の

半
世
紀
に
及
ぶ
業
績
な
ど

を
年
表
、
カ
ラ
ー
写
真
を

ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
、
一
目

で
分
か
る
よ
う
工
夫
。

「
み
な
さ
ん
か
ら
支
え

ら
れ
た
人
生
。
感
謝
の
想

い
を
込
め
て
発
行
し
た
」

と
高
橋
さ
ん
。
「
〝
私
の

選
挙
哲
学
十
五
条
〟
は
現

職
議
員
に
参
考
に
な
る
か

も
」
と
助
言
を
添
え
た
。

代表取締役 髙橋和彦
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明日の夢を創る

山
里
に
春
が
訪
れ
た
。
盆
地
の

寒
さ
に
散
歩
も
ま
ま
な
ら
ず
肩
を

す
ぼ
め
て
い
た
秩
父
人
が
待
ち
望

ん
で
い
た
季
節
の
到
来
だ
。
ほ
ほ

を
撫
で
る
そ
よ
風
に
誘
わ
れ
て
郊

外
に
広
が
る
「
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ

ー
ク
」
に
出
か
け
て
み
た
。

こ
の
公
園
は
県
と
秩
父
市
、
西

武
鉄
道
が
協
力
し
て
整
備
し
た
施

設
で
、
一
九
九
一
年
に
完
成
し
た
。

広
さ
は
約
二
七
一
㌶
。
自
慢
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
五
二
面
や
野
外
ス
テ
ー

ジ
、
音
楽
堂
、
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
楽
し
み
方
は
い

ろ
い
ろ
。
そ
の
中
で
も
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
空
間
が
私
は
大
好

き
だ
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
入
口
前
の
道
路

を
隔
て
た
広
い
駐
車
場
に
車
を
止

め
カ
メ
ラ
を
肩
か
ら
下
げ
歩
き
始

め
た
。
盆
地
を
分
断
す
る
よ
う
に

に
延
び
る
長
尾
根
丘
陵
に
造
成
さ

れ
た
公
園
の
中
心
を
南
北
に
走
る

全
長
約
三
㌔
幅
約
十
八
㍍
の
ス
カ

イ
ロ
ー
ド
上
に
立
っ
た
。

空
は
青
く
快
晴
。
真
っ
白
な
ロ

ー
ド
は
遠
く
見
え
る
山
並
み
を
突

き
刺
す
よ
う
に
延
び
て
い
る
。
音

も
な
く
赤
色
の
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン

が
近
づ
い
て
き
た
。
乗
客
数
人
が

手
を
振
っ
て
い
る
。
警
笛
代
わ
り

の
鈴
の
音
を
鳴
ら
し
て
か
わ
い
い

乗
り
物
は
ス
イ
セ
ン
広
場
の
横
を

通
過
し
て
行
っ
た
。

新
緑
に
衣
替
え
す
る
の
を
待
ち

わ
び
る
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
が
春
の
風

に
揺
れ
て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
林
も
ざ

わ
ざ
わ
と
春
の
訪
れ
を
歓
迎
し
て

い
る
よ
う
だ
。
も
う
す
ぐ
一
年
で

最
も
美
し
い
新
緑
の
時
季
。
公
園

南
口
近
く
の
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
の
丘

に
到
着
。
青
空
を
見
上
げ
大
き
く

深
呼
吸
。
広
大
な
自
然
の
中
の
一

日
を
満
喫
で
き
た
。

岡
﨑

ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

2023・04・16

市議 県議 市長

「走り抜いた78年」

発 行

前越谷市長 高橋努さん

咲

き

誇

る

ス

イ

ン

セ

ン

＝
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
で

「
草
加
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」
に
輝
い
た
長
谷
川
製
作
所
の
長
谷

川
義
貢
代
表
（
中
央
右
）
）
▽
特
別
賞
を
受
賞
し
た
高
千
穂
保
険
事
務
所
の
北
畠
文
康

代
表
（
右
端
）
と
潤
製
作
所
の
小
野
良
一
郎
代
表
（
左
端
）
＝
中
央
左
は
野
崎
友
義
会
頭

「草加でいちばん大切にしたい会社」大賞

市内谷塚仲町（株）長谷川製作所

３月25日 草加商工所で表彰式

草
加
商
工
会
議
所
が

主
催
す
る
第
３
回
「
草

加
で
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
た
い
会
社
大
賞
」
に

株
式
会
社
長
谷
川
製
作

所
（
草
加
市
谷
塚
仲
町
）

が
選
ば
れ
、
３
月
25
日

開
催
の
表
彰
式
で
野
崎

友
義
会
頭
か
ら
同
社
の

長
谷
川
義
貢
代
表
に
賞

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

長
谷
川
製
作
所
は
１

９
７
０
年
10
月
に
設
立

さ
れ
、
従
業
員
数
は
48

人
。
業
種
は
神
社
や
仏

閣
を
対
象
と
し
た
授
与

品
に
関
す
る
「
奉
製
業
」
。

水
沼
啓
幸
審
査
委
員

長
は
「
同
社
は
労
働
環

境
が
よ
く
、
障
が
い
者

も
積
極
的
に
採
用
し
て

い
る
」
。
「
ワ
ン
マ
ン

時
代
も
あ
っ
た
が
〝
人

を
大
切
〟
へ
と
方
針
を

切
り
替
え
て
か
ら
よ
く

な
り
、
各
審
査
委
員
か

ら
も
高
い
評
価
を
え
た
」

と
講
評
し
た
。

特
別
賞
の
高
千
穂
保

険
事
務
所
は
「
小
中
学

校
で
保
険
の
話
を
す
る

な
ど
社
会
貢
献
」
▽
潤

製
作
所
は
「
若
手
技
術

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
、

年
収
も
同
業
よ
り
高
い
」

等
が
評
価
さ
れ
た
。
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暖
か
く
な
っ
た
こ
の
時
季
、
や
た
ら
と
目
に
す

る
の
が
旅
行
案
内
。
新
聞
の
全
面
広
告
に
折
り
込
み

チ
ラ
シ
、
さ
ら
に
は
旅
行
会
社
か
ら
届
く
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
旅
へ
と
誘
っ
て
い
る
。
昨
年
ま
で
は
、
ほ
と
ん

ど
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
や
は
り

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
き
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
、
一

挙
に
増
え
た
気
が
す
る
。

北
海
道
旅
行
や
東
北
、
北
陸
と
い
っ
た
大
分
県
か

ら
遠
い
距
離
の
観
光
地
を
案
内
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

近
畿
や
中
国
地
方
を
対
象
と
し
た
中
距
離
の
旅
行
案

内
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
関
東
圏
に
誘
う
の
も
あ
り
、

こ
ち
ら
は
東
京
や
神
奈
川
な
ど
の
首
都
圏
を
は
じ
め
、

群
馬
、
長
野
の
温
泉
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
埼
玉
県
内
の
観
光
地
を
紹

介
す
る
も
の
は
な
い
。
当
然
か
。

全
国
旅
行
支
援
で
、
割
引
や

買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券
が
付
き
、

お
得
感
を
抱
か
せ
る
旅
行
パ
ン

フ
。
見
る
た
び
に
あ
～
ぁ
行
き

た
い
な
あ
、
と
思
う
の
だ
が
、

田
舎
暮
ら
し
に
と
っ
て
は
、
簡

単
に
は
決
断
で
き
ず
、
惜
し
み

つ
つ
新
聞
整
理
袋
へ
、
さ
よ
う

な
ら
。

最
大
の
障
害
が
発
着
地
。
と

い
う
の
は
、
家
に
届
く
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
折
り
込
み
チ
ラ
シ
も
、

殆
ど
が
鉄
道
な
ら
福
岡
県
の
博

多
や
小
倉
が
発
着
地
で
、
飛
行

機
利
用
と
な
れ
ば
福
岡
空
港
か

北
九
州
空
港
。
ど
ん
な
に
行
き

た
い
な
と
思
っ
て
も
、
さ
す
が

に
博
多
や
小
倉
か
ら
の
出
発
と

な
る
と
、
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
。

な
ぜ
な
ら
、
別
府
か
ら
行
く
と
な
る
と
、
ま
ず
始
発
電
車

に
乗
っ
て
も
、
出
発
当
日
の
集
合
時
間
に
は
、
間
に
合
わ
な

い
。
ど
う
し
て
も
行
く
と
な
れ
ば
、
前
日
に
別
府
を
出
て
、

博
多
な
り
小
倉
市
内
に
前
泊
。
旅
行
終
了
時
に
は
、
恐
ら
く

疲
れ
て
、
ま
た
ホ
テ
ル
に
後
泊
と
な
る
の
が
落
ち
だ
ろ
う
。

旅
行
代
金
に
加
え
、
余
計
な
出
費
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

日
常
の
暮
ら
し
に
支
障
を
き
た
す
の
は
明
ら
か
だ
。

よ
っ
て
、
別
府
か
ら
九
州
の
海
を
越
え
て
行
く
旅
行
は
、

諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
旅
行
と
な
る

と
別
府
や
大
分
市
内
を
発
着
地
と
す
る
バ
ス
旅
行
が
関
の
山

で
、
主
に
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
満
足
さ
せ
て
い

る
。本

当
に
田
舎
暮
ら
し
に
は
制
約
が
多
す
ぎ
、
都
会
育
ち
の

移
住
者
に
は
、
我
慢
と
諦
め
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。

鈴
木

源
柱
（
専
業
主
夫
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

田舎暮らしＮｏｗ
22002233・・４４・・1166

草加市市民福祉葬（市民限定） 実質０円

別館１日葬（ワンデー）家族葬 ２９．９万円（税込）

本館１日葬（ワンデー）家族葬 ４９．９万円（税込）

本
郷
屋
斎
場

遠

い

発

着

地
ドネルド・キーン先生顕彰碑の除幕に臨む今井宏氏＝昨年７月28日撮影

草加市発展の礎を築く

今井宏さん死去
名誉市民 享年81歳

草
加
市
名
誉
市
民
で

元
草
加
市
長
、
元
衆
議

院
議
員
の
今
井
宏
さ
ん

が
３
月
３
日
、
誤
え
ん

性
肺
炎
の
た
め
死
去
し

た
。通

夜
は
３
月
12
日
午

後
６
時
、
告
別
式
は
13

日
午
前
10
時
か
ら
市
内

瀬
崎
４
の
６
の
36
の
谷

塚
斎
場
で
、
喪
主
・
長

男
歩
（
あ
ゆ
む
）
さ
ん

の
も
と
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。

今
井
さ
ん
は
市
内
小

中
学
校
卒
業
後
、
春
日

部
高
に
進
学
。
同
高
野

球
部
で
は
主
将
、
投
手

と
し
て
活
躍
。
早
稲
田

大
政
経
学
部
（
中
退
）

を
へ
て
自
動
車
整
備
会

社
を
起
業
し
た
。
当
時
、

日
本
は
車
社
会
の
れ
い

明
期
に
あ
り
、
今
井
さ

ん
は
率
先
し
て
県
内
自

動
車
整
備
業
界
の
組
織

づ
く
り
に
奔
走
し
た
。

生
来
の
指
導
力
か
ら

29
歳
で
草
加
市
議
に
当

選
。
36
歳
に
な
る
と
草

加
市
長
選
に
当
選
、
全

国
で
「
最
年
少
の
市
長
」

と
し
て
話
題
に
。
以
来
、

４
期
16
年
間
務
め
た
市

長
時
代
に
最
優
先
に
取

り
組
ん
だ
の
が
治
水
対

策
。高

度
成
長
期
、
東
京

隣
接
の
草
加
市
は
乱
開

発
が
激
し
く
市
内
各
所

で
床
上
・
床
下
の
浸
水

被
害
が
相
次
ぐ
。
豪
雨

が
で
れ
ば
新
聞
・
テ
レ

ビ
は
こ
ぞ
っ
て
草
加
市

の
被
害
状
況
を
取
り
上

げ
た
ほ
ど
。

今

井

さ

ん

編

著

の

「
知
水
の
す
す
め
～
水

を
知
っ
て
水
を
治
め
る
」

（
昭
和
60
年
発
行
、
ぎ
ょ

う
せ
い
版
）
で
触
れ
て

い
る
よ
う
に
、
河
川
行

政
の
専
門
家
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
低
地
に
立

地
し
た
草
加
市
な
ら
で

は
の
総
合
治
水
事
業
を

実
施
し
た
。
例
え
ば
綾

瀬
川
改
修
・
排
水
機
場

建
設
、
中
川
と
連
携
し

た
綾
瀬
川
放
水
路
等
々
。

車
両
が
通
行
し
て
い

た
「
草
加
松
原
」
の
付

け
替
え
に
尽
力
。
後
の

「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風

景
地
」
国
指
定
に
結
び

つ
け
、
さ
ら
に
「
奥
の

細
道
文
学
賞
」
創
設
な

ど
、
文
化
面
で
も
多
大

な
足
跡
を
残
す
。
山
川

百
合
子
市
長
は
「
長
き

に
わ
た
り
草
加
市
を
支

え
て
く
だ
さ
り
、
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
旅
行
案
内
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一
昨
年
11
月
、
越
谷
市

長
を
退
任
し
た
高
橋
努
さ

ん
（
79
）
＝
写
真
＝
が
郷

土
愛
を
捧
げ
て
取
り
組
ん

だ
政
治
家
人
生
を
振
り
返

え
る
「
走
り
抜
い
た
78
年

～
高
橋
努
の
歩
み
」
を
発

行
し
た
。
Ａ
４
版
・
１
１

４
㌻
、
１
０
０
０
部
（
非

売
品
）
。

県
立
越
ヶ
谷
高
定
時
制

在
籍
中
、
役
所
に
勤
務
。

勤
労
学
生
と
し
て
都
内
の

日
大
法
学
部
二
部
に
通
う
。

振
出
は
、
議
会
事
務
局
。

議
事
録
を
作
成
し
た
り
議

員
と
の
交
遊
か
ら
「
行
政

と
は
、
地
方
自
治
と
は
」

を
実
体
験
と
し
て
学
ぶ
。

こ
の
体
験
が
市
議
６
期
、

県
議
４
期
、
市
長
３
期
の

46
年
６
か
月
に
及
ぶ
政
治

家
人
生
を
支
え
る
。
地
元

荻
島
地
区
の
人
々
、
職
組

仲
間
と
の
絆
を
大
事
に
す

る
誠
実
さ
。
加
え
て
真
摯

に
取
り
組
む
行
政
へ
の
姿

勢
が
、
各
種
選
挙
で
無
敗

を
誇
る
結
果
を
示
す
。

書
物
は
、
高
橋
さ
ん
の

半
世
紀
に
及
ぶ
業
績
な
ど

を
年
表
、
カ
ラ
ー
写
真
を

ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
、
一
目

で
分
か
る
よ
う
工
夫
。

「
み
な
さ
ん
か
ら
支
え

ら
れ
た
人
生
。
感
謝
の
想

い
を
込
め
て
発
行
し
た
」

と
高
橋
さ
ん
。
「
〝
私
の

選
挙
哲
学
十
五
条
〟
は
現

職
議
員
に
参
考
に
な
る
か

も
」
と
助
言
を
添
え
た
。

代表取締役 髙橋和彦
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明日の夢を創る

山
里
に
春
が
訪
れ
た
。
盆
地
の

寒
さ
に
散
歩
も
ま
ま
な
ら
ず
肩
を

す
ぼ
め
て
い
た
秩
父
人
が
待
ち
望

ん
で
い
た
季
節
の
到
来
だ
。
ほ
ほ

を
撫
で
る
そ
よ
風
に
誘
わ
れ
て
郊

外
に
広
が
る
「
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ

ー
ク
」
に
出
か
け
て
み
た
。

こ
の
公
園
は
県
と
秩
父
市
、
西

武
鉄
道
が
協
力
し
て
整
備
し
た
施

設
で
、
一
九
九
一
年
に
完
成
し
た
。

広
さ
は
約
二
七
一
㌶
。
自
慢
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
五
二
面
や
野
外
ス
テ
ー

ジ
、
音
楽
堂
、
プ
ー
ル
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
楽
し
み
方
は
い

ろ
い
ろ
。
そ
の
中
で
も
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
空
間
が
私
は
大
好

き
だ
。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
入
口
前
の
道
路

を
隔
て
た
広
い
駐
車
場
に
車
を
止

め
カ
メ
ラ
を
肩
か
ら
下
げ
歩
き
始

め
た
。
盆
地
を
分
断
す
る
よ
う
に

に
延
び
る
長
尾
根
丘
陵
に
造
成
さ

れ
た
公
園
の
中
心
を
南
北
に
走
る

全
長
約
三
㌔
幅
約
十
八
㍍
の
ス
カ

イ
ロ
ー
ド
上
に
立
っ
た
。

空
は
青
く
快
晴
。
真
っ
白
な
ロ

ー
ド
は
遠
く
見
え
る
山
並
み
を
突

き
刺
す
よ
う
に
延
び
て
い
る
。
音

も
な
く
赤
色
の
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン

が
近
づ
い
て
き
た
。
乗
客
数
人
が

手
を
振
っ
て
い
る
。
警
笛
代
わ
り

の
鈴
の
音
を
鳴
ら
し
て
か
わ
い
い

乗
り
物
は
ス
イ
セ
ン
広
場
の
横
を

通
過
し
て
行
っ
た
。

新
緑
に
衣
替
え
す
る
の
を
待
ち

わ
び
る
イ
チ
ョ
ウ
の
枝
が
春
の
風

に
揺
れ
て
い
る
。
ク
ヌ
ギ
林
も
ざ

わ
ざ
わ
と
春
の
訪
れ
を
歓
迎
し
て

い
る
よ
う
だ
。
も
う
す
ぐ
一
年
で

最
も
美
し
い
新
緑
の
時
季
。
公
園

南
口
近
く
の
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
の
丘

に
到
着
。
青
空
を
見
上
げ
大
き
く

深
呼
吸
。
広
大
な
自
然
の
中
の
一

日
を
満
喫
で
き
た
。

岡
﨑

ひ
ろ
し

（
元
毎
日
新
聞
記
者
・
秩
父
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
役
員
）

（2）

ふ
ら
り
秩
父
路

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

2023・04・16

市議 県議 市長

「走り抜いた78年」

発 行

前越谷市長 高橋努さん

咲

き

誇

る

ス

イ

ン

セ

ン

＝
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
で

「
草
加
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」
に
輝
い
た
長
谷
川
製
作
所
の
長
谷

川
義
貢
代
表
（
中
央
右
）
）
▽
特
別
賞
を
受
賞
し
た
高
千
穂
保
険
事
務
所
の
北
畠
文
康

代
表
（
右
端
）
と
潤
製
作
所
の
小
野
良
一
郎
代
表
（
左
端
）
＝
中
央
左
は
野
崎
友
義
会
頭

「草加でいちばん大切にしたい会社」大賞

市内谷塚仲町（株）長谷川製作所

３月25日 草加商工所で表彰式

草
加
商
工
会
議
所
が

主
催
す
る
第
３
回
「
草

加
で
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
た
い
会
社
大
賞
」
に

株
式
会
社
長
谷
川
製
作

所
（
草
加
市
谷
塚
仲
町
）

が
選
ば
れ
、
３
月
25
日

開
催
の
表
彰
式
で
野
崎

友
義
会
頭
か
ら
同
社
の

長
谷
川
義
貢
代
表
に
賞

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

長
谷
川
製
作
所
は
１

９
７
０
年
10
月
に
設
立

さ
れ
、
従
業
員
数
は
48

人
。
業
種
は
神
社
や
仏

閣
を
対
象
と
し
た
授
与

品
に
関
す
る
「
奉
製
業
」
。

水
沼
啓
幸
審
査
委
員

長
は
「
同
社
は
労
働
環

境
が
よ
く
、
障
が
い
者

も
積
極
的
に
採
用
し
て

い
る
」
。
「
ワ
ン
マ
ン

時
代
も
あ
っ
た
が
〝
人

を
大
切
〟
へ
と
方
針
を

切
り
替
え
て
か
ら
よ
く

な
り
、
各
審
査
委
員
か

ら
も
高
い
評
価
を
え
た
」

と
講
評
し
た
。

特
別
賞
の
高
千
穂
保

険
事
務
所
は
「
小
中
学

校
で
保
険
の
話
を
す
る

な
ど
社
会
貢
献
」
▽
潤

製
作
所
は
「
若
手
技
術

者
の
育
成
に
力
を
入
れ
、

年
収
も
同
業
よ
り
高
い
」

等
が
評
価
さ
れ
た
。



今
大
会
か
ら
新
設
さ
れ

た
車
い
す
の
部
で
は
、
旧

日
光
街
道
の
コ
ー
ス
（
長

さ
５
０
０
㍍
）
で
参
加
者

が
懸
命
に
走
り
、
あ
た
た

か
い
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ

た
。川

口
市
立
本
町
小
６

年
、
大
賀
勝
翔
さ
ん
（
12
）

さ
ん
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ

の
友
だ
ち
か
ら
大
会
を

知
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
。

「
先
輩
た
ち
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
に
速
い
の
で
び
っ

く
り
。
で
も
負
け
な
い
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
た
」
。

「
コ
ロ
ナ
で
体
を
動
か

す
機
会
が
減
っ
て
い
た
の

で
、
車
い
す
の
部
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
た
。
。

メ
ー
ン
の
「
松
並
木
の

部
・
10
㌔
」
（
39
歳
以
下
）

で
は
、
今
春
に
花
咲
徳
栄

高
を
卒
業
し
た
榎
本
蒼

空
さ
ん
（
18
）
が
32
分
49

秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し

た
。
４
月
か
ら
国
士
舘
大

学
に
入
学
す
る
榎
本
さ

ん
。「

１
位
を
獲
る
こ
と
を

初
め
か
ら
考
え
て
い
た
。

ス
タ
ー
ト
は
集
団
だ
っ
た

が
、
抜
け
出
し
て
後
は
独

走
し
た
」
と
レ
ー
ス
を
振

り
返
り
、
大
学
で
は
「
陸

上
競
技
部
に
入
り
、
先
輩

に
食
ら
い
つ
き
、
１
年
生

か
ら
箱
根
駅
伝
に
出
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
意
気
込
み
を
見
せ

た
。×

×

×

レ
ー
ス
前
の
開
会
式

で
、
山
川
百
合
子
草
加
市

長
は
「
子
ど
も
・
お
と
な
・

障
が
い
の
人
も
平
等
の

大
会
で
す
。
市
民
の
心
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
松
並

木
、
綾
瀬
川
を
走
り
抜
け
、

楽
し
ん
で
臨
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

×

×

×

レ
ー
ス
発
着
点
と
な
っ

た
草
加
小
校
庭
で
は
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
「
つ
ば
さ
の
森
」
が
出

店
。
新
商
品
「
メ
ー
プ
ル

マ
ド
レ
ー
ヌ
」
が
売
ら
れ
、

人
気
を
集
め
た
。

ま
た
毎
日
新
聞
社
の

販
売
関
係
者
が
毎
日
新

聞
や
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

（
ス
ポ
ニ
チ
）
の
小
旗
を
、

発
着
点
会
場
や
沿
道
に

詰
め
か
け
た
市
民
ら
に

配
り
、
大
会
を
盛
り
上
げ

た
。各

種
目
の
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）
。

【

松

並

木

の

部

】

〈
男
子
中
学
生
〉
伊
東

翼
（
静
岡
県
）
33
分
54

秒
〈
同
39
歳
以
下
〉
榎

本
蒼
空
（
草
加
市
）
32

分
49
秒
〈
同
40
歳
代
〉

棗
裕
一
（
東
京
都
）
36

分
55
秒
〈
同
50
歳
代
〉

塩
田
巧
（
東
京
都
）
35

分
56
秒
〈
同
60
歳
以
上
〉

野
田
延
行
（
東
京
都
）

40
分
06
秒

〈
女
子
中
学

生
〉
町
永
成
美
（
草
加

市
）
50
分
53
秒
〈
同
39

歳

以

下

〉

市

村

珠

季

（
東
京
都
）
39
分
24
秒

〈
同
40
歳
代
〉
森
千
紗

（
草
加
市
）
42
分
07
秒

〈
同
50
歳
代
〉
平
林
由

美
（
さ
い
た
ま
市
）
44

分
34
秒
〈
同
60
歳
以
上
〉

元
木
満
恵
（
草
加
市
）

46
分
22
秒

【

草

加

宿

の

部

】

〈
男
子
小
学
３
、
４
年
〉

小
林
成
冴
（
草
加
市
）

４
分
04
秒
〉
〈

同
小
学

５

、

６

年

〉

上

原

将

（
さ
い
た
ま
市
）
３
分

44
秒
〈

女
子
小
学
３
、

４
年
〉
斎
藤
千
歌
（
越

谷
市
）
４
分
09
秒
〈
同

小
学
５
、
６
年

〉
大
場

史
織
（
草
加
市
）
４
分

24
秒
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新

築

工

事

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般

（（
有有
））
飯飯
島島
工工
務務
店店

代代

表表

飯飯

島島

輝輝

男男

〒
三
四
二
ー
〇
〇
一
五

埼
玉
県
吉
川
市
中
井
三
ー
二
九

Tel
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
〇
九

fax
〇
四
八
ー
九
八
二
ー
一
四
二
四

（4）

「
若
い
こ
ろ

毎
日
新
聞
の
記

者
に
励
ま
し
の

囲
み
記
事
を
書

い
て
も
ら
い
、

う
れ
し
か
っ
た
」
。

前
越
谷
市
長
の
高
橋
努

さ
ん
は
、
懐
か
し
そ
う

に
打
ち
明
け
る
。

半
世
紀
以
上
前
の
こ

と
。
議
会
事
務
局
職
員

だ
っ
た
20
歳
の
高
橋
さ

ん
に
〝
災
難
〟
が
降
り

か
か
る
。
選
挙
違
反
で

議
員
の
多
く
が
逮
捕
さ

れ
、
開
会
直
前
に
混
乱

を
恐
れ
た
上
司
が
突
如
、

入
院
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
あ
お
り
で
、
議

長
を
補
佐
す
る
議
会
事

務
局
長
席
に
座
る
こ
と

に
な
っ
た
高
橋
さ
ん
だ

が
、
議
事
進
行
を
無
事

に
差
配
、
難
局
を
乗
り

越
え
ら
れ
た
と
い
う
。

当
時
、
一
連
の
顛
末

を
紙
面
に
載
せ
た
の
は

塙
末
雄
記
者
（
故
人
）
。

出
征
後
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
の
過
酷
な
生
活
で
片

方
の
肺
を
失
っ
て
い
た
。

若
者
の
奮
闘
す
る
姿
に
、

峻
烈
な
青
春
を
過
ご
し

た
塙
記
者
が
未
来
の
光

を
感
じ
た
の
か
も
。

編編
集集
長長

飯飯
嶋嶋
英英
好好

あとがき

一斉にスタートした「車いすの部」の参加者

力走する市民ランナー 松並木の部（39歳以下）

で優勝した榎本蒼空さん
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光
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芭蕉ゆかり おくのほそ道

４部門 １９００人参加
４年ぶり 第10回草加松原 太鼓橋ロードレース大会
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毎日新聞をご愛読いただきありがとうございます

４月16日(日)は新聞製作が休みのため

１７日(月)の朝刊は

休ませていただきます
毎日 新聞 も休ませていただきます

なお、スポニチは主要駅の売店などで販売しています

★★ニニュューースス速速報報はは、、毎毎日日新新聞聞ののニニュューーススササイイトトででごご覧覧いいたただだけけまますす
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４月17日のテレビ・ラジオ番組欄は16日の朝刊に掲載します

次号５月は

14日(日)

発行予定

（1）

４４月月11 66 日日（（日日曜曜日日））
２２００２２３３年年((令令和和５５年年))

毎日新聞社・毎日新聞販売所

仕事に励むリサさん（手前）と世話役の内田
有里奈さん＝草加商工会議所で４月４日

異国で新たな門出 夢育む若者たち

ミャンマー難民 草加の地で就労スタート

４月 草加商工会議所支援

新たな旅立ちの春、混乱のミャンマー

を逃れた若者たちが草加、八潮市の企

業に就職、異国の地で新たな人生をス

タートさせた。第三国定住難民として

昨年９月に来日した20歳代～30歳代の

単身者ばかり11人。

「地域の中小企業が力を合わせれば、

国際貢献ができるのではないか」。草

加商工会議所の野崎友義会頭の呼びか

けに製造、流通、サービス業関連の会

員が応諾。全国的に例のない商工会議

所挙げての難民受け入れが実現した。

呼びかけ役の商工会議所自らも難民

を受け入れることにし、ノル・ハリサ・

ムニル・アフマドさん（28）が４月３

日付で着任した。愛称リサさんの職場

は中小企業相談所業務第2グループ。

来日前、市場調査会社に勤めていたリ

サさんは英語が堪能で、当面は草加市

内企業の外国人をサポートする予定だ。

「まだ先のことですが」と前置きし

たリサさん。「商工会議所でシッカリ

働き、30歳代半ばくらいにレストラン

経営や輸入業を起業したい」と夢を膨

らませる。

山﨑修専務は「リサさんは明るく、

物おじしない人柄。草加の地に慣れ、

活躍して欲しい」とエールを送る。


